
（１）事業の概要等

（２）事業費

（３）業績

単位

1 件

2 人

3

令和６年度 事務事業評価シート
事業番号 B2202-4

事務事業名 一般事務事業市指定文化財補助金 事業期間 昭和６３年度以前

事
業
の
概
要

小牧市まちづくり推進計
画（R5年～R8年） 分野別計画編

基本
施策

22
展開
方向

～ 令和８年度以降
実施計画事業

実施計画事業以外の事業 〇 担当部 教育委員会事務局 担当課・担当係 文化財課文化財係

1

根拠法令
・個別計画

小牧市文化財保護条例
小牧市指定文化財補助金交付要綱

対象
（何･誰を対象に）

小牧山車保存会、五本棒オマント奉納神事保存会、大草
棒の手保存会、野口棒の手保存会

目的
（何のために）

市指定文化財の保存、管理等業務にかかる事業費の一部を
補助することにより、適正な維持、管理及び伝承、公開、記
録などの活動を促進する。

内容
（どのような方法で）

〇令和5年度実施内容
１　小牧山車保存会への補助
・春の神明祭（4/9）
・秋葉祭（8/19・20）
・山車倉庫のシャッター修理
　山車倉庫の電動シャッターで不具合があり、山車の搬出に
使用が生じたので、緊急修繕を行った。
２　五本棒オマント奉納神事保存会への補助
・五本棒オマント奉納神事（10/8）

※なお、大草棒の手保存会及び野口棒の手保存会は、令和
5年度は未申請のため補助金の支給なし。

5 目 6 大 2 中2 事業・予算区分 一般事業 款 10 項

事
業
費

項目 単位等 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

その他 ― ― ―

0その他職員 人 0 0

Ｒ5 Ｒ6

直接経費
決算額

財源

一般財源

千円

550 50 600

―

計（Ａ） 550 50 600 649

649

国・県支出金 ― ― ― ―

予算額 千円 650 650 650 650 650

対前年比 ％ ― 9.09% 1,200.00% 108.17%

0.01

正規職員（平均賃金） 千円 75 37 75 75

正規職員 人 0.01 0.005 0.01

事業費合計（Ｃ＝Ａ+Ｂ） 千円 625 87 675 724

計（Ｂ） 千円 75 37 75 75

人件費 0

その他職員（時給×時間） 千円 0 0 0 0

R5 R6 R7 R8

指定文化財の件数 ↗ 44 43

指標名 方向性 基準値

展開方向 2

講座や展示、ワークショップ等へ
の参加者数 ↗ 37,137 38,181

展開方向に
おける指標

の推移

基本施策 22



単位

（４－１）事業の評価

千円 節 細節 細々節

指
標

指標ほか Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

成
果
指
標

秋葉祭の来訪者数 人
目標 0 0 0 2,000 2,200

実績 0 0 0 2,000

Ｒ5 Ｒ6

実績

目標

実績

4 4 4

実績 2 1 3 2

目標 4 4

目標

活
動
指
標

支給団体数 団体

2,000

改善の有無 無

受益者あたり事業費（＝C/a） 円 0 0 0 361

事
務
事
業
評
価

に
よ
る
額

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 0 0 0

こ
れ
ま
で
の

改
善
内
容

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持（改　善） 事業のボリュームは現状規模で維持するものの、手法の改善をするもの

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

　令和5年度は新型コロナウイルス感染症が5類感染症に引き下
げられたため、秋葉祭を始め、五本棒オマント奉納神事が再開さ
れ、秋葉まつりの来訪者は目標を達成することができた。
　・山車の修繕には、多額の経費がかかるが、現在は文化庁の補助
金を活用して実施できている一方で、山車を格納する山車倉庫の
維持管理・修繕はその対象にならず、老朽化が進んでいることか
ら、長期的な修繕計画の立案や市補助金以外の財源の確保など
の検討が課題となっている。
・野口棒の手保存会と大草棒の手保存会は、コロナ禍の影響によ
り活動が停滞したため事業が行われず、補助金申請も行われな
かった。
・伝統文化が失われないよう、団体が必要とする支援について聞
き取り等を行い改善して実施する必要がある。

今
後
の
実
施
内
容
・
今
後
の
改
善
内
容

・山車倉庫についての今後の方針（修繕あるいは、建て替え）につ
いての保存会の考えを確認するとともに、他市の補助の状況等を
確認し、今後の方向性について協議する。
・伝統文化について、将来的に記録として残せるように映像記録
等を行い、それを広くPRすることで、伝統文化の保存事業につい
て市民の理解を得られるよう努める。



（４－２）事業継続の可能性（事業のスクラップ可能性）

効
率
性

サービスを低下させずに総事業費を削
減できないか

現状のままでよい

各保存会が伝統文化を伝承するために、有志による地
域住民が各保存会として活動している。近年は地域社会
の変化により保存会の成り手が減少しており苦慮して
いる。そのため、保存会の活動を維持するための補助は
必要である。

外部への委託や類似事業との統合によ
り事業費の削減の余地はないか

現状のままでよい

行政が公費を投入して実施することが
妥当か（対象を見直すことはできない

か）
妥当である

市指定有形民俗文化財として、小牧祭の山車、秋葉祭の
山車、五本棒オマント奉納神事に係る保存継承に努めて
いる保存会であり、公費の投入は妥当である。

有
効
性

廃止・休止した場合に住民が影響を受
けるか

多くの住民に影響がある

野口棒の手や大草棒の手のように、古くから地元で引き
継がれている祭礼が途絶えてしまう。また、小牧祭の山
車や秋葉祭の山車が保存されなくなり、市指定文化財
が滅失するとともに、古くから伝承されてきた伝統文化
を失うことになる。

事
業
分
析

評価項目 評価結果 評価結果を判断した理由

妥
当
性

公
平
性

受益者負担は適正か 適正である
各保存会は、地域の伝統文化を継承するために参加し
ている住民の集まりで、町内の財源の捻出は限られて
おり適正と考える。

伝統文化の継承には次世代への継承が重要であり、郷
土の文化として住民が自らか関わる必要があるので、外
部への委託などではなく、現状のままとしたい。


